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変
圧
器
ケ
ー
ス
は

「
熱
風
発
生
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
」
で
乾
燥
さ

せ
る

化
炭
素
〈
C
0
2）

の
発
生
量
を
年
間
約

印
J
、
日
%
削
減
す

る
。
導
入
に
あ
た
り

尽
力
し
た
大
西
一
文

前
取
締
役
工
場
長
も

「
〈
コ
ス
ト
が
）
年

間
で
1
0
0
万
円
程

圧
器
用
の
ケ
I
ス
の
製
造
を

手
が
け
、
地
元
の
四
国
電
力

や
国
内
の
電
力
会
社
な
ど
に

供
給
し
て
い
る
。
電
力
安
定

供
給
の
一
端
を
担
う
配
電
機

器
、
特
に
長
期
間
に
わ
た
り

屋
外
で
使
用
し
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
る
変
圧
器
ケ
I
ス
は

錆
な
ど
の
劣
化
に
耐
え
る
高

す
る
。
大
量
の
変
圧
器
ケ
ー

ス
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
従

来
は
1
7
0
度
C
の
液
化
石

油
ガ
ス
〈
L
P
G
）
式
熱
風

乾
燥
炉
を
使
っ
て
い
た
。

入
を
決
め
た
」
と
い
う
。
2

0
0
9
年
9
月
に
1
2
0
度

C
の
熱
風
発
生
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
に
切
り
替
え
た
。
残
る
印

度
C
分
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に

よ
る
追
い
だ
き
で
補
う
。

こ
れ
ま
で
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

で
温
水
を
つ
く
る
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
熱
風
を
つ
く
る
の

進
本
部
営
業
部
技
術
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は

「ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
導
入
で
稼

働
の
ロ
ス
を
抑
え
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
減
る
。
稼
働

時
聞
が
長
い
工
場
ほ
ど
向
い

て
い
る
」
と
分
析
す
る
。
南

電
器
製
作
所
も
1
日
8
時

間
、
月
却
日
の
稼
働
が
ベ
ー

ス
で
、
年
聞
を
通
じ
て
一
定

水
準
の
稼
働
時
聞
が
あ
る
。

南
電
器
製
作
所
は
売
上
高

の
8
割
程
度
を
占
め
る
柱
上

変
圧
器
ケ
I
ス
を
電
力
会
社

向
け
に
年
間
約
3
万
5
0
0

0
台
の
ぺ

I
ス
で
生
産
し
て

い
る
。
有
井
社
長
は
「
導
入

し
た
『
熱
風
発
生
ヒ
I
ト
ポ

ン
プ
』
を
契
機
に
全
社
の
C

0
2
排
出
量
削
減
率
を
毎
年

1
%
ず
つ
は
高
め
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

乾
燥
工
程
に

南
電
器
製
作
所
〈
香
川
県

多
度
津
町
、
有
井
和
博
社

長
、
0
8
7
7
・

3
3
・
4

2
2
4
）
は
、
1
9
6
7
年

に
設
立
。
電
力
会
社
や
一
般

工
場
向
け
の
大
型
・
柱
上
変

実
用
的
な
機
器

匡罰

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
の
熱
風

発
生
装
置
の
使
用
を
持
ち
か

華民

電気~~蜜わる

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
熱
風
発
生

事長

る。
初
期
投
資
の
負
担
な
ど

で
導
入
を
思
案
す
る
企
業

に
と
っ
て
も
、
使
う
量
だ

け
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る

ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
は
利
点
が

大
き
い
。
今
後
、
装
置
メ

ー
カ
ー
と
電
力
会
社
の
一

層
の
連
携
強
化
が
工
場
で

の
導
入
促
進
に
一
役
買
い

そ
う
だ
。
〈
高
松
支
局
長
・
林
武

士
山
）

電
力
会
社
と
連
携

導
入
促
進
に
一
役

い
品
質
が
求
め
ら
れ
る
。

同
社
の
変
圧
器
ケ
I
ス
は

表
面
処
理
の
中
で
も
錆
に
く

く
密
着
性
、
耐
摩
耗
性
に
優

れ
た
カ
チ
オ
ン
電
着
塗
装
方

式
を
採
用
し
て
い
る
。
生
産

工
程
で
は
環
境
負
荷
の
低
い

水
性
鉛
フ
リ
I
電
着
塗
装
ラ

イ
ン
を
装
備
。
塗
装
を
2団

施
し
、
乾
燥
さ
せ
て
製
品
化

南
電
器
製
作
所

ヨ二

工
場
全
体
で

C
0
2年
目
%
減

中
小
企
業

に
と
っ
て
も

C
0
2
排
出

削
減
を
強
く

意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

…
い
時
代
だ
。
今
回
の
事
例

…
は
電
力
会
社
と
タ
ッ
グ
を

…
組
ん
で
C
0
2
削
減
に
知

…
恵
を
絞
っ
た
好
例
で
も
あ

干日

〈記事9

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り

組
み
だ
と
い
う
。
運
転
時
に

使
う
水
は
通
常
約
加
度
C
に

保
つ
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
熱

風
発
生
装
置
か
ら
出
る
冷
水

も
電
着
槽
の
温
度
調
整
用
に

有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
既

存
チ
ラ
I
の
使
用
電
力
量
も

度
減
る
見
通
し
」
と
、
効
果

が
大
き
い
こ
と
を
強
調
す

る。

け
た
の
は
四
国
電
力
。
提
案

を
受
け
た
有
井
和
博
社
長
は

「
そ
れ
ま
で
も
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
の
効
率
的
な
運
用
方
法

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の

提
案
を
頂
い
て
い
た
。
今
回

は
品
質
も
維
持
で
き
て
実
用

的
な
機
器
と
い
う
こ
と
で
導

削
減
す
る
仕
組
み
だ
。

ま
も
な
く
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

導
入
か
ら
1
年
が
経
過
す

る
。
現
在
は
本
格
稼
働
し
な

が
ら
年
聞
を
通
し
て
の
各
種

デ
ー
タ
を
収
集
中
。
工
場
全

体
の
割
合
で
試
算
す
る
と
L

P
G使
用
時
に
比
べ
、
二
酸

Eヨ

稼
働
口
ス
抑
制

－4

・

一
方
、
熱
風
発
生
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
を
提
案
し
た
四
国
電

力
。
担
当
の
真
鍋
茂
営
業
推


